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                       例会日  毎週木曜日 
                                      事務局  多治見市新町 1丁目 23番地 
                                      TEL 0572-25-5100  FAX 0572-25-5101 
                                                            n-rc@joy.ocn.ne.jp 
                                                http://tajiminishi.jimdo.com/ 

 会 長  伊 藤 正 雄    会 報  松 浦 毅 
「 険 道 運 荷 駄 図 」           幹 事  大 澤 大 二             堀 義 紀                   

    文化勲章受章者 荒 川 豊 蔵 氏 描 
            

会 長 テ ー マ 

家族愛 ファミリーなロータリー 愛と夢と展望 
 

第 ２１６２例 会    ２ ０ １０年 １０月 １４日 （木 ） 
                                
   点 鐘                              他クラブ例会変更のお知らせ 
   ロータリーソング     我等の生業            ・中津川ＲＣ → １０月１４日（木）           
                  四つのテスト                 職場訪問例会 点鐘 １２：３０ 「美装工業」 
   会長挨拶                             ・多治見ＲＣ → １０月２０日（水）                                        
   出席報告・スマイル報告                         親睦家族例会  京都 「美山荘」                                                                             

   委員会報告                           ・多治見ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞＲＣ → １０月２６日（火）                                       
   幹事報告                                  移動例会 「オースタット国際ホテル」                                                                                        

   卓 話           古田光國君           先週の記録 
            「金融こぼれ話」       ★出席報告   （免除者 ５名 内出席者 2名）                                              

   点 鐘                                   
 
着信書類 
・ 発明協会岐阜県支部多治見支会より           ・本日は卓話でお世話になります。      内藤 篤                                             

 発明くふう展協賛のお礼                  ・鈴木・根岸教授ノーベル化学賞 万歳！ 伊藤義弘 
・陶技学園より                  ・大相撲の番付表を希望者に差し上げます 各務成喜                

 運動会参加と記念品のお礼                ★スマイル報告                                                                                         

                                          投函者 ２４名   合計３５，０００円  

クラブ出席者 欠席者 出席率 
    ２８名    ６名  ８２．３５％ 



１０月理事会報告 
・親睦旅行について 
平成２２年２０日（水）２１日（木） 
行 先  粟津温泉 
参加者  会員 ２３名 夫人 １２名 
     事務局 ２名 合計 ３７名 

・４５周年記念事業について 
  ４５年分の活動計画書のＰＤＦ化をすすめる。 
  ４５周年お祝い例会の担当を決める。 
 平成 23年 4月 28日（木）グランドティアラ 
・協賛金 
  中仙道東濃駅伝大会協賛 10,000円 承認 
  多治見市更正保護事業助成会会費 
              10,000円 承認 
Ｉ．Ｇ．Ｍ 報告（Ｃグループ） 関谷泰久 
開催日 １０月７日（木） 場所「魯 山」     
出席者 ﾘｰﾀﾞｰ 関谷好弘  ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ 関谷泰久 

飯田利夫 伊藤義弘 今井義郎 柴田雅生 
嶋内龍男 大澤大二 （出席者 ８名）     

サブリーダーなので、少しは早めと思い３０分ほ

ど前に会場につきました。もうすでに２名の方がお

見えで 18:00前に全員そろい、会議を始めることが
出来ました。西クラブのすごさを感じました。 
「これからのロータリーについて」というテーマの

もと増強を中心として活発な意見が交わされました。 
・ 退会者を減らすのが、最上だと思われるが、退

会者の再入会も検討してはどうか？ 
・ 少人数をうまく利用する運営方法があるとよい。 
・ 師弟や仕事関係をうまく使って入会を促す。 
・ 増強委員会に退会者の情報も流し、退会防止に

努める。 
・ 市内の３ロータリーの中では最も雰囲気がよい。 
・ とにかく現在は経済状況が悪すぎる。 
・ 同世代では、入会の推薦は困難になってきた。 
・ 入会勧誘に際してＲＣは何をやっているところ

なのかを説明がしにくい。 
・ 西ＲＣとしてのカラーをだす。 
・ お付き合いの中で、元気のよい人（会社）をさ

がす。 
・ クラブの中で、入会候補者などの情報を、全会 
員が共有し会員増強に力を注ぐ。 

・ガバナーのお話にあったように、例会を大切に 
してほしい。 上記の意見はほんの一部で、懇親会

に入っても意見は尽きず、毎回のことながら皆さん

のロータリークラブに関する熱い思いが感じられる

ＩＧＭでした。ご出席いただきましたＣグループの

皆さんご苦労様でした。 
米山奨学事業へのご理解を 
地区米山奨学委員会委員長  内藤 篤様 

１０月の米山月間に際し卓話の要請をいただきまし

てお礼申し上げます。 
米山奨学事業を豆辞典に添って説明いたします。 
７頁に収入が１４億２０００万とあり、支出が１５

億２０００万とあります。１億の赤字で基金の取り

崩しはさけられません。１４頁に当地区の実績があ

ります。１６頁は来春の奨学生の採用枠です。２３

貢は奨学金の額です。学部課程は１０万、修士と博

士課程は１４万です。本学年度の奨学生は１９名で

岐阜地区が１１名、三重地区が８名です。 
「米山奨学事業は日本のロータリーの誇り」であり

ます。事業推進者は米山記念奨学会でもなく地区委

員会でもなく、まさに日本のロータリアンのお一人

お一人なのです。奨学会や地区委員会は個々のロー

タリアンの事業推進のお手伝いにすぎません。奨学

金は恵まれない者に愛の手をではありません。優秀

な留学生に更なる優秀さを求めて奨学金を支給する

のです。世話クラブやカウンセラーに鍛えていただ

き次世代の指導者として育成していただくのです。

そのためにご自分で事業を推進して頂きたいのです。 
 地区委員会として個々のロータリアンの事業推進

のお手伝いを一生懸命させていただく所存ですので

宜しくお願いいたします。一人でも多くの次世代の

指導者を育てるべく、奨学金の基となる寄付金を宜

しくお願いいたします。最後になりましたが多治見

西クラブ様の益々のご発展をご祈念申し上げます。 
 
    
        


